
尿量不⾜患者における“情報共有シート”の活⽤
〜声がかかったら検査お願い︕〜

泌尿器エコーで尿量が不⾜している場合は、
尿が充満してから再度検査を⾏っている。
担当者が尿の充満待ちの患者を抱えていると、別の検査を始めにくい。

そこで、充満待ちの患者の検査を、
別の担当者でも円滑に続けられるようにするため、
未検査部位などを記載したシートを添付するようにした。

患者から尿が溜まったと声がかかった際には、
その時に検査に⼊ることができる担当者が
このシートを⾒て⾏うようにしたことにより、業務の効率が上がった。

検査効率・検査室利⽤の⼯夫⽯橋 美⾥（太⽥綜合病院附属 太⽥⻄ノ内病院 ⽣理検査科）


